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　このメールマガジンは、北海道立総合研究機構（道総研：どうそうけん）建築研究本部
が、日頃の調査研究、普及業務などで携わっているニュースを中心に、毎月お送りしてい
るものです。

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
☆今月号のトピックス

■研究紹介
　「北海道想定地震に対応した住宅等の復旧・耐震改修技術の開発」

■依頼試験制度の紹介

■お知らせ
□建築研究本部の視察・見学を受け入れています。
□ホームページの更新情報

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
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■研究紹介
「北海道想定地震に対応した住宅等の復旧・耐震改修技術の開発」
安全性能部　構造判定課　森松（令和元～3年度　重点研究）

　平成30年（2018年）9月6日3時7分に北海道胆振東部地震が発生し､土砂災害や家屋の倒
壊
により多くの尊い命が失われました。また、道内では千島海溝沿いの巨大地震をはじめ大
きな地震が各地で発生するおそれがあることから、揺れによる住宅被害を未然に防止する
耐震改修を促進するために本研究がスタートしました。

　本研究では、胆振東部地震で被害受けた木造住宅の被害を調査し､旧耐震基準で建てら
れ
た住宅の全半壊率は新耐震基準の住宅の約4倍であること､暖房等の設備の被害は、建築年
次に関係なく発生していること等を明らかにしました。

　また、構造実験を多数行い、簡易で低廉な耐震改修技術を開発し、開発した工法のほか
耐震改修を普及させるための耐震改修マニュアルを作成しました。
　
　耐震改修工事は、外壁改修・断熱改修工事等と一体的に取り組むことが多いことから、
今後も自治体・建築関係団体と連携を図りながら、耐震改修に関する調査や開発及び普及
を継続していきます。是非、耐震改修マニュアルを参照してみてください。

▼耐震改修マニュアルは下記URLページからご覧いただけます。

https://www.hro.or.jp/list/building/koho/develop/seismic_retrofitting_manual.htm
l



▼本研究の研究紹介資料はこちらです。

https://www.hro.or.jp/list/building/pdf/R3gaiyou/R3_poster01.pdf

▼本研究の研究報告書はこちらです。

https://www.hro.or.jp/list/building/result_pdf/R03h/424.pdf
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■依頼試験制度の紹介-構造関係-

　弊所では、アムスラー型万能試験機、製品外圧・曲げ試験機、多点加力装置、振動台
（大型・小型）を保有しており、建築構造物を対象に、部材や製品の強度・変形の確認、
振動特性等、構造関係の依頼試験実施が可能です。また、構造物だけでなく、農業用コン
テナや家具の強度試験等、幅広いご依頼をいただいております。

　構造関係の依頼試験はオーダーメイドによる試験対応が多く、費用は依頼ケース毎に異
なりますが、近年の試験実績では以下が参考になります。
・コンクリートブロック壁の面内せん断試験：60万円程度（3試験体）
・プレキャストコンクリート板の曲げ耐力試験：25万円程度（3試験体）
・農業用コンテナの強度試験：20万円程度（3試験体）
構造部材や製品等の試験につきましてご要望がございましたら、お気軽にご相談くださ
い。

▼依頼試験制度の詳細については下記URLからご覧ください。

http://www.hro.or.jp/list/building/bptc/h/irai_siken1.html
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■お知らせ
□建築研究本部の視察・見学を受け入れています。

　建築研究本部では、弊所の業務内容や寒冷地の建築技術等を知っていただき、また、実
験設備をご利用頂くために、所内の視察・見学を受け入れています。
　視察・見学を希望される際は、必ず事前にお電話でお問い合わせ下さい。

●問い合わせ先
企画調整部企画課主査（指導支援）　TEL：0166-66-4218

●見学案内の詳細はこちらから
http://www.hro.or.jp/list/building/koho/inspection.html

_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/
■ホームページの更新情報

□2022年7月26日更新
　メールマガジン「建築研究本部かわらばん」(vol.156)を配信しました。

http://www1.hokkaido-jin.jp/mail/magazine/

□2022年7月26日更新
　令和3年度年報を掲載しました。



http://www.hro.or.jp/list/building/koho/develop/index.html

────────────────────────────────────────
■管理者からのお知らせ
　
　2022年6月号(VOL.155)より、メルマガの配信方法が変更となりました。

　登録内容の変更や配信停止または、アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが
下記URL内の「メールマガジンの変更」をクリックし、手続きを行ってください。

　メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違いにより配
信される場合がございます。ご了承ください。

▼購読申込・変更・配信停止はこちら

http://www1.hokkaido-jin.jp/mail/magazine/

　購読申込は「新規登録」、変更・配信停止の場合は「メールマガジンの変更」を、クリ
ックし、手続きを行ってください。

　ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目的として
利用し、それ以外の目的に使用することはありません。

▼その他お問い合わせメールフォーム
　メルマガに関するご質問やご意見等がございましたら、下記URL内のお問い合わせフォ
ームに入力し、送信してください。

https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_q

────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　 発行：(地独)北海道立総合研究機構　建築研究本部
　　　　　　　　　　 　　http://www.hro.or.jp/list/building/
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 各種SNSで業務紹介しています！
　　　　　　　　　 　　　http://www.facebook.com/nrb.bdrd/
　　　　　　　　　 　　　http://www.youtube.com/c/道総研建築研究本部チャンネル




